
の方も頑張ってやって下さってい

るのですが、C TとM Rではもとも

とソフトが違うことやC TとM Rで

はフィルムの焼き方が違うことの

ほか、基幹技術の方の開発速度を

上げないといけないということで、

期待するほどには速く進行しませ

ん。ハイエンド機種（8列とか1 6列）

やハイエンド病院（Full PACS）だ

けを相手にするのではなく、その

他の多くの臨床を改善することに

ももっと目を向けて欲しいなとい

う気はします。放射線科医同士が

集まる症例カンファレンスだって、

すべてフィルムなんですから、早

くできあがれば評価もバツグンだ

と思うんですけどねぇ（^ ^） 杏林

大学ではテスト運用を始めさせて

いただきましたので、ぜひ頑張っ

て頂いて、今年後半にはなんとか

なるのではないかと期待しており

ます！

大渕 なんだかんだいっても、フィ

ルムをあつかうのは、その母集団

からすると放射線科医以外の医師

のほうが圧倒的に多いわけですし、

医師の平均年齢、患者の平均年齢

を考慮しても、従来の細かい文字

を読ませるのはどう考えても乱暴

な発想としか思えないですよね。

高原 その他のモダリティ・メー

カーはご覧になりましたか？ 何か

情報があれば教えてください。

大渕 他のモダリティ・メーカー

は見られなかったのですが、印象に

残ったものにG Eで見たフラットパ

ネルの血管撮影装置、東芝で見た血

管撮影装置と透視が一体化した装

置、P h i l i p sで見た携帯型超音波装

置がありました。細かい点はわか

りませんが、G Eのフラットパネル

の血管撮影装置の画質は絶品でし

た。東芝で見た装置もかなり使い

勝手はよく、血管撮影にも使える

一般透視装置と考えた場合、結構

需要はあるのでは、と思いました。

P h i l i p sの携帯型超音波装置は少し

太った初期のi M a cという感じのデ

ザインでしたが、画質は文句なし、

カラードプラも綺麗でした。

■□■　合同企画　■□■

『放射線医学のビジネスチャンス』

高原 最後に、土曜日の『放射線

医学のビジネスチャンス』のシン

ポジウムについて感想を述べます

ね。

大渕 ええ。私は参加できなかっ

たのですが、かなりおもしろかっ

たとの話しを聞いてます。是非先

生の感想を教えて下さい。

高原 ではでは。このシンポジウ

ムでは、8人の先生方が口演され

ました。最初の4先生が、放射線

科以外の先生方（ベンチャー企業

や大学など）で、後の4先生が放射

線科医で開業をされているかたの

実際例などの紹介でした。これら

の細かい点については、映像情報

誌で特集があるみたいなので、そ

ちらを楽しみに待っていただくと

して、私は感想を中心に述べたい

と思います。

1．ビジネスに関しての動向や知識

高原 前半の部分はビジネスに関

しての動向や知識についてで、な

かなか高度なお話しが多かったの

ですが、かなり勉強になりました。

そのなかで特に印象に残ったのは、

「T L O」という言葉でした。T L Oは

Technology Licensing Organization

の略です。具体的にどういうこと

をする組織かというと、ようする

に、僕等が仕事柄考えついたアイ

デアを「特許化」してくれて、そ

の後「製品化」してくれるような

組織なんです。仕事をしていて、

アイデアが浮かぶときありますよ

ね。このアイデアを特許にするな

んて、なかなか経験がないとでき

ないし、どうやったらいいか分か

らないですよね。I V Rのデバイス

なんかに関しては、企業が買って

くれたりしますが、特許という観

点から見ると考えついた人には発

明者（名誉権）だけしかつかなかっ

たりして、なんとも歯がゆいもの

です。そこでこの T L Oという力強

い助っ人がいれば、アイデアを聞

いてくれて、特許にできそうだっ

たら代わりに申請してくれるし、

また特許申請後は、企業にかけあ

って製品化を考えてくれるんです

（T L Oと発明者の分け前は協議によ

って決めるようです）。T L Oは、9 8

年に「大学棟技術移転促進法」と

いうのが施行されて、政府がこれ

を支援するようになってたくさん

作られるようになったそうです。

国立大学だったら教官が個人的に

出資して会社を設立してもいいし、

私立大学だったら学内組織として

設置してもいいそうです。政府の

承認T L Oになると、出願特許料と

審査請求手数料が半減されるそう

です。急成長を遂げているバイオ

ベンチャー部門などをはじめ、自

国の発明を積極的に権利化してい

こうという国策で支援されている

わけです。こういうのが自分の大

学にもあったら便利なのに…と思

いました。

大渕 なるほど、T L Oですか。そ

ういうシステムがあるとほんと心

強いですよね。我々は大学の6年

間でほんと片寄った教育？ しかう

けてこなかったから、アイデアを

特許にするには？ なんてことは苦

手というかわからないというか。
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一部の才能のある先生しか自らは

実行していないのが現状でしょう

ね。あっ！ 先生もその1人ですね。

各大学ごととはいわないまでも、

私学共済組合かなんかでもバック

アップしてくれるようなシステム

があるといいですよね。

高原 そうそう、そうですよね。

2．ビジネスの実際

高原 後半は、オフィス I V Rの林

信成先生が独立放射線科医の話し

を、またお茶の水駿河台クリニッ

ク　中元和也先生が「中規模画像

診断センターにおける開業」を、

イメージングネット　北敬介先生

が「個人ネットワーク開業の実際」

を、昭南病院　朝戸幹雄先生が

「I V Rを中心としたセミ開業」の話

しをされました。林先生の話は、

郵政民営化を最初に演説したとき

の小泉総理大臣のようにとても迫

力がありましたよ。有限会社 I V R

コンサルタンツの仕事内容、およ

び Group Radiologistを 目 指 す

「Medical IT Consulting（M I C）」と

いう株式会社の話をされました。

中元先生は、画像センターの開

業の実際をお話しされました。売

上高と諸経費、手取額、事業とし

てのリスクなどの話をとても具体

的にされました。

北先生は、個人ネットワーク

（遠隔画像診断）の草分けですが、

売上高の変遷とそのときどきのイ

ベントについてやはりとても分か

りやすく話されました。

朝戸先生は、主契約先である昭

南病院の勤務を週3日とし、これ

以外の平日に出張I V R、また夜に

読影をするような仕事の形態と収

入などについて話されました。

また、イリモトメディカルイメ

ージングの煎本正博先生が特別発

言されましたが、さらにその後神

経放射線領域のM L上（N R n e t）上

でお話しされていました。その最

後の部分をかいつまんでお話しす

ると、「放射線科医は一昨年7 0人、

昨年1 3 0人しか新会員がいないが、

もっと増えるように努力すべきで

ある。増やすためには、「開業もで

きること」をきちんと伝える必要

があるのではないか、勧誘の時に

はぜひ意識してやって欲しい」と

いうものでした。

ここにでてくる皆さんは、通常

我々雇われ医師があまり感じるこ

とのない緊張感に裏付けされた迫

力があったと思います。

またそのほか私の（先生もです

ね）所属しているML（腹部領域の

同志で結成されているN B R n e t）で

は、「大学の役割（放射線科医の教

育や、研究など）のことも忘れな

いで欲しい。いつの時代も、新し

く事業を始めようとする人の志は

高いが、それに続く人はかならず

しも高くないということが起こり

得る」という主旨のコメントをさ

れていました。全く同感です。こ

のあたりは常に注意しておかない

と、悪質な商売がはびこる温床に

なると思います。しかし煎本先生

の仰るような「全体の人数を増や

すこと」およびそのバックボーン

としての「ビジネスチャンスが存

在すること」は、いままでそれが

意識されることが少なかったとい

う点においてとくに重要だなと思

いました。という訳で、このシン

ポジウムはなかなか良かったと思

いました。

大渕 先生の感想からもなかなか

充実した内容だったようですね。

とても私がえらそうにコメントで

きるような内容ではないですが、

患者により質の高い医療を提供し、

きちんとした報酬を得る、という

他の世界ではきっとあたりまえの

ことをもっと意識してやらなけれ

ばいけなくなるのでしょうね。そ

う言う意味ではわれわれ大学病院

にいる人間は温室にいるようなも

んですね。独立して仕事をやられ

ている先生方の志しの高さ、勇気、

そして努力に敬意を表します。是

非、映像情報誌（本誌）の特集を読

みたいです。

高原 おおー、映像情報さんは喜

ぶでしょうねこの文をみて（^ ̂ ）。

では最後に、その他に感想や、

全体の印象などがあればお知らせ

下さい。

大渕 とにかく機器の進歩は速く

って、待ってくれ～、ていうのが

正直な感想です。新しい機器の情

報や性能を整理することもますま

す難儀になってますね。これさえ

あれば機器の得手不得手がすぐわ

かる、みたいな情報誌があるとい

いですね。目移りしないように。

でもグルメ情報誌をもって横浜の

中華街を散策するようなわけには

いかないでしょうね。

高原 本当ですね。各社のウリの

部分を紹介した雑誌とか、コンピ

ュータが入口にあるといいですね。

あっそうか。共通のフォームで、1

ページだけの w e bを作ってもらっ

てそれを集めてもいいですね。自

分で募集しようかな。

では、お後がよろしいようなの

で、これにてE - t a l k終了します。

大渕先生、長いことどうもありが

とうございました。
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